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「学び」と「地域」と「対話」で、今、新たなスタート ～しっかりと伝える、感じる、確認する～ 

 
教頭  林  英 孝 

キャッチフレーズ：「感じる」「伝える」を大切に 
 

校舎の大きな窓から厳しい太陽光が照り付け、真夏の到来を感じさせます。 
 保護者等の皆様、地域の皆様方におかれましては、日頃から本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、
心より感謝いたします。 
           さて、本校では、今年度の重点目標である『「学び」と「地域」と「対話」で、今、

新たなスタート』の実現に向けて様々な教育活動を推進しています。とりわけ、挨拶
の大切さを再認識し、年度当初から継続的に指導しています。 

           挨拶は、人と人とがつながる上での基礎基本であり、挨拶ができてこそ対話が深ま
り、地域とも密接につながれると考えています。今年度も３ヶ月が過ぎ、生徒たちは確実に自ら元気よく挨
拶ができるようになってきています。実際に、宿泊研修先や現場実習先においても、挨拶ができていること
を褒められ、認められたことをとてもうれしく思います。       
地域とのつながりについては、cafeポッポリーの営業はもとよ 

り、積極的に地域に出て、地域の資源を有効に活用した教育を実 
践しています。生徒たちにとって実社会を知り、肌で感じること 
は将来自立し、社会生活を送る上でとても重要なことであり、今 
後も地域とともに生徒たちに身に付けてほしい力を育んでいきま 
す。なお、取組については、定期的に本校HPに掲載していますの 
で、是非御覧ください。 
私自身もキャッチフレーズのとおり、周囲に目を向け、自身の 

考えを広げ、関係する全ての皆様とよりよい学校づくりに向けた 
共通理解に努めます。 
生徒たちが将来に渡り生き生きとした生活を送れるよう、挨拶を起点として、対話を重んじ地域との協働

体制を確立させ、学びの充実を図っていきます。そして、私たち教職員も気持ちを新たに、常に学ぶ意欲・
姿勢を持ち、生徒一人ひとりとしっかりと向き合っていきます。 
保護者等の皆様、地域の皆様方におかれましては、引き続き本校の教育活動への御理解と御協力をお願い

いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６月７日（火）から17日（金）までの９日間、Ⅰ期現場実習を行いました。コロナ禍ではありましたが、実習先の皆様
の御理解と御協力により、現場実習を実施することができました。心より感謝申し上げます。 
２学年の現場実習の目的は、「今の自分の力を知ること」、「自分にあった仕事を見つけること」です。自分の将来

について行う大切な実習であることを意識して、実習前から良い緊張感を持って事前学習や面接に取り組むことが
できました。 
現場実習を通して、働くことの大変さだけではなく、働くなかで褒められ、感謝されることで得られる達成感や喜

びも感じることができました。自分の成果と課題を知り、今後の学校生活やⅡ期の現場実習に向けて、頑張ることを
期待します。 
 保護者等の皆様には交通機関や持ち物の確認、毎日の励ましなど、御協力をいただきありがとうございました。 

（２学年進路担当：俵 愉香） 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

一部の職場・事業所を除き、6 月 13 日～24 日の間に卒業後の進路決定に向けて実施することができまし
た。昨年度の体験をもとに実習先を決定し、職場での挨拶や声の大きさ、場面に応じた言葉遣いや質問・報
告ができるかなど各自の課題を意識して取り組んできました。実習明けは、多くの生徒がまだ疲労が残って
いるようでしたが、気持ちを切り替えて授業に取り組んでいました。体調管理の大切さを実感して今後の学
校生活に生かしてほしいと思います。 
実習期間中は御家庭での御支援をいただき誠にありがとうございました。今後とも御理解と御協力を賜り

ますようお願い申し上げます。また、御多忙の折り、実習を受け入れてくださいました企業様・事業所様に
厚くお礼を申し上げます。 

                        （３学年進路担当：小早川 正輝） 
 

 

桂岡小学校の６年生の児童が来校し、学校見学や作業学習の交流学習を行いました。 

作業体験では、小学生の皆さんが、生産技術科、木工科、環境・流通サポート科、福祉サービス科の四つの学

科に分かれ、本校２学年の生徒が、道具の使い方や製品の作り方などを教えました。初めのうちは、お互いに

緊張感がありましたが、後半は少しずつ慣れて言葉を掛け合う様子が見られるようになりました。地域の方々

とつながる貴重な体験をさせていただきました。 

（教務部：福澤 千晴） 

 

６月29日（水）～７月１日（金）まで北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル深川で宿泊研修を行いまし

た。出発前から大雨警報が深川市に出ており、夜に予定していたキャンプファイヤーができるのか不安のまま

出発をしました。砂川市に着く頃には霧雨へと変わり、できるのではないのかと、期待を持ちながら昼食に砂

川パークホテルのポークチャップを食べ、ネイパル深川に入りました。残念ながらキャンプファイヤーはでき

ませんでしたが、生徒同士が考えたレクリェーションで楽しむことができました。２日目以降からは天候も良

く、サイクリング、パークゴルフ、キーホルダー制作と楽しむことができました。コロナ禍であまり他生徒と交

流もできずにいた一年生ではありますが、３日間、様々な活動を仲間と一緒に経験したことにより、少し深め

られたのではないかと思います。 

（１学年主任：鈴木 宏和） 

 

 



 

 

今年度の見学旅行は、久しぶりの道外での実施となり、５月17日（火）から20日（金）まで３泊４日の日

程で、関西方面に行ってきました。 

見学旅行１日目は、伊丹空港まで飛行機で移動し、奈良公園（東大寺）を見学しました。飛行機に初めて乗

る生徒もいて、飛ぶまでもドキドキ、飛んでからも気流による揺れでドキドキだったようです。奈良公園では

現地のガイドさんの案内で、東大寺大仏殿、二月堂と三月堂を見学しました。緊急事態宣言等もなくなり、人

の移動が以前に近い形になったため、修学旅行等含め、思った以上に多くの人が訪れていました。 

２日目は、七つの班に分かれて京都･大阪方面への自主研修を行いました。京都方面では清水寺などのお寺、

大阪方面では道頓堀や大阪城などへ行ったり、お好み焼きやたこ焼き､スイーツなど現地の味を味わったりし

てきました。一日中歩いたので万歩計は２万６千歩に到達していました。「疲れた～。」と言いつつ夕飯をしっ

かり食べる様子に安心し、生徒のタフな面を見て頼もしく感じました。 

３日目は、午前中に海遊館（水族館）、午後はUSJに行きました。海遊館は、学級ごとの見学でした。大きな

水槽を優雅に泳ぐジンベイザメやたくさんの魚を見て感激し、その余韻でグッズやお土産を購入していまし

た。USJでは、乗り物を楽しむ班、ハリーポッターやマリオなどのエリアを楽しむ班、買物を楽しむ班など８

班に分かれて行動し、閉園時間まで十分に楽しんでいました。 

４日目は、神戸空港からの飛行機利用でした。最後に神戸のお土産を買い足し、満足しての帰途となりまし

た。 

新型コロナ感染症の感染状況、現地での感染対策など不安はたくさんありましたが、こうして道外への見学

旅行が実施でき大変良かったと思います。多くの方々の御協力により、生徒全員が無事元気に行ってくること

ができました。良い経験･体験また思い出ができたと思います。本当にありがとうございました。 

（３学年：横堀 由美子） 

 

 

 
男子バスケットボール部10名、女子バスケットボール部10名に、卒業生を加えて活動しています。今年度

は、６月にすずらんピックが開催され、男女ともに優勝できました。コロナ禍で思うように活動ができないこ

ともありますが、バスケットボールができることに感謝して、日々の練習に取り組んでいきます。今後も応援

よろしくお願いします。 

（バスケットボール部顧問：大川 達也）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

※マラソン大会の実施については、現在検討中です。方法等が決まりましたら改めてお知らせいたします。 

※新型コロナウイルス感染症への対応のため、予定が変更されることがあります。その際は、保護者等連絡文書・

マチコミ・ホームページ等でお知らせいたします。 

 

http://www.otarukoushi.hokkaido-c.ed.jp/  小樽高等支援学校ホームページもご覧ください。 

令和4年度 行事予定 8／9／10月 

8月 
10日（水）学校閉庁日（8/10･12･15） 

 22日（月）2学期始業式・二計測 
3学年進路懇談会 

 23日（火）学舎懇談（～9/22）・カフェ営業開始 
 24日（水）一日防災学校・避難訓練② 
 25日（木）非行防止教室・生徒会活動 
 

  9月 
 1日（木）生徒会活動 
 2日（金）2学年進路懇談会・漢字検定② 
 5日（月）2学年Ⅱ期現場実習（～9/16） 

3学年Ⅱ期現場実習（～9/22） 
12日（月）1学年現場実習（～9/16） 
28日（木）教育実習オリエンテーション 

（14：00～16：30） 
毎日パソコンコンクール④ 

29日（木）介護等体験（～9/30） 
生徒会活動日（臨時） 

30日（金）英語検定① 
       

10月 
1日（土）アビリンピック北海道大会 

 4日（火）現場実習報告会・学科別交流会 
 5日（水）毎日パソコンコンクール⑤ 
 6日（木）生徒会活動 
 7日（金）保護者等懇談週間（～10/14）13：30下校 
12日（水）毎日パソコンコンクール⑥ 
      企業向け見学会 
 14日（金）漢字検定②・避難訓練③13：30下校 
  

       

 

17日（月）生徒面談週間（～10/21）14：30下校 
18日（火）14：30下校 
 19日（水）3学年進路懇談会③・PTA学習会② 
      14：30下校 
 20日（木）生徒会活動・14：30下校 
 21日（金）1学年進路懇談会③・14：30下校 
 24日（月）学校祭特別時間割開始 
 27日（木）生徒会活動 

 

【第21回北海道チャレンジドサッカー大会（11人制）】 
６月 12 日（日）に栗山町にあります、富士スポーツ広場で第 21 回北海道チャレンジドサッカー大会に参加して

きました。残念ながら現場実習の時期と重なっていたこともあり、卒業生の力を借りながら大会に臨んでいます。３
年ぶりの大会開催とあって、すぐに疲れてしまい、何度もボールを取られたり悔しい思いをしたりしましたが、大会
が終わったあとは選手たちの顔には笑顔や仲間に会えた喜びに満ちあふれていました。９月にも８人制の大会があ
りますので、これからも練習に励んでいきたいと思います。 
【予 選】                     【３・４位決定戦】 
 小樽 VS 新篠津高等養護学校 ０－７        小樽 VS あいの里高等支援学校 0 - 3  ４位 
小樽 VS 札幌高等養護学校  ６－１                     
小樽 VS 札幌NFC        1 - 0 

                   

 
 
 
 
 
【第12回北海道高等養護学校サッカー大会】 
７月 10 日（日）に新篠津村運動公園にて第 12 回北海道高等養護学校サッカー大会に参加してきました。３学年

全員そろっての大会が初めてで、緊張した面持ちでスタートしましたが、いつも練習に励んでいる仲間なので、試合
に入ると言葉を掛け合い、励まし合いながら試合に取り組んでいました。他校の生徒との交流は残念ながらできま
せんでしたが、日頃から取り組んでいる挨拶や礼儀などにおいて学校関係者の方々から高い評価をもらっていまし
た。 
【予 選】 
小樽 VS 白樺高等養護学校  ０－３     
小樽 VS みなみの杜・豊明  ０－３ 
小樽 VS 今金高等養護学校  １－１    

予選敗退 
 

 
（サッカー部顧問：鈴木 宏和）            

 

 

 


